
 

 

合区の早期解消促進大会 

― 大会アピール ― 

 

日本国憲法が昭和２２年に施行されて以来、二院制を採る我が国

において、参議院は一貫して都道府県単位で代表を選出し、地方の声

を国政に届ける役割を果たしてきたが、平成２８年７月に憲政史上

初の合区による選挙が実施された。 

その結果、投票率の低下や直接候補者と接する機会の減少、自県を

代表する議員が出せないなどの合区を起因とした弊害が顕在化した。  

我が国が直面する急激な人口減少問題をはじめ、この国のあり方

を考えていく上でも、多様な地方の意見が、国政の中でしっかりと反

映される必要があり、都道府県ごとに集約された意思が参議院を通

じて国政に届けられなくなることは非常に問題で、地方創生にも逆

行するものである。  

本日、我々はここに、次期参議院選挙において合区による選挙が再び

行われることのないよう、早急に合区を解消し、都道府県単位による代

表が国政に参加できる選挙制度とすることを強く求める。  

 

 

平成３０年４月２７日 

 

地方自治確立対策協議会（地方六団体） 


